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環境学習都市宣⾔

1 わたくしたちは、ホタルが⾶び交う⽔辺や森づくりを通して、
          ⾃然を⼤切にする⼼を育みます。
1 わたくしたちは、ごみの分別や減量化を通して、資源の活⽤と           環境意識の向上を図ります。
1 わたくしたちは、豊かな琵琶湖の恵みを通して、琵琶湖の⼤切さを          学び、琵琶湖を守るために⾏動します。
1 わたくしたちは、地球環境と⾃然を守る暮らしを通して、
          エネルギーを⼤切にし、持続可能な社会を築きます。
1 わたくしたちは、環境学習を通して、⼈と⼈がつながり、
          環境や⾃然に関⼼を持ち、その⼤切さを共有します。

 私たちが暮らす守⼭は、琵琶湖と野洲川の恵みに⽀えられ、美しい⽥園⾵景の広がる⾃然豊かなまちです。
 私たち守⼭市⺠は、今⽇まで、「せっけん運動」をはじめ、全国に先駆けてのごみの分別、ホタルが住まう⽔辺環境、野洲川いかだくだりに⻑年取り組んできました。
 さらに、地球市⺠の森の100年の森づくり、⾚野井湾の外来植物の市⺠の⼿による駆除活動、⾃転⾞で移動しやすいまちづくりなどに取り組んでいます。
 この恵まれた環境を未来へつなぐとともに、⾃然を⼤切にする⼦どもたちが育つまちを創りつづけるため、ここに守⼭市⺠が共に学び、考え、⾏動する『環境学習都市』を宣⾔します。

本ハンドブックは守⼭市の豊かな⾃然を守り、市⺠⼀⼈⼀⼈が学び、考え、⾏動するための⼿引き書です。
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環境学習までの流れ
ご要望に合わせて環境学習を提供しています。気軽にお問い合わせください。

1 相談

2 打ち合わせ

  守⼭市環境政策課にメールまたは記⼊した申込書を送付してください。申込書は市の
ホームページからダウンロードするか、本ハンドブックの最後のページをコピーしてご
利⽤ください。

打ち合わせで以下の項⽬を決定し、実施に向けて調整していきます。

3 実施
フィールドワークでは五感をフル活⽤、座学ではしっかり⾃分ごとに落とし込み、
怪我や熱中症に注意して実施します。

【記⼊内容】⽒名・所属・住所・連絡先希望⽇時内容 参加予定⼈数 打ち合わせ希望⽇

・⽇程の決定・講師の選定・準備物の確認・内容の確認・スタッフの⼈数確認 等

・悪天候の場合、前⽇の午前中に判断します。・安全第⼀で開催します。・終了後、感想を書きアウトプットします。
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※内容によって希望に添えない場合があります



環境センター⾒学
参加⼈数：お⼀⼈から申し込み可能開催⽇時：平⽇・祝⽇9：30〜14：30 （⼟⽇、年末年始除く）⾒学時間：約80分（調整可能です）

⾒学申し込みQRコード

講義

琵琶湖や野洲川、⽔路などで⾃然とふれあい五感を使って学びます。

フィールドワーク

⼯作
楽しい⼯作を通して、環境について学びます。

環境分野の講義をエコパークや出前講座として実施します。

最新の環境センターを約90分かけて⾒学します。
⾒学について（要予約）

【問い合わせ先】  もりやまエコパーク環境センター   電話：077−599−6206  FAX：077−599−6207   メール：kankyocenter@city.moriyama.lg.jp 
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・守⼭市ほたるの森資料館 
 ゲンジボタルの飼育研究をおこなっています。ホタルに関する展⽰や書籍、⾃ 然に関する資料や各地から収集した⽂献を⾒ることが出来ます。職員による視 察研修会や講座も受付けています。横のほたる河川では5⽉下旬頃からホタルが ⾶翔します。
・みさき⾃然公園 
 ⽔辺の環境を再⽣し、⽔⽣動植物の観察や学習を⽬的とした体験型の公園です。 ⽣き物ふれあいエリアでは⽔辺の環境を再⽣し、⽔⽣⽣物の観察・学習・体験が できます。キャンプエリアでの宿泊キャンプやデイキャンプを楽しむことができ ます。
・県営都市公園びわこ地球市⺠の森 
 野洲川放⽔路の完成によって廃川となった野洲川南流の⼀部を市⺠の⼿で植 林し、豊かな森として再⽣、公園の真ん中を川が流れ、5つのゾーンに分け られた⾃然公園です。四季の花や緑を⾒ることができ、⾃然体験や⼯作・環 境学習ができます。

環境学習施設
守⼭市内には環境について学べる施設があります。積極的にご利⽤下さい。各QRコードから施設のHPを⾒ることができます。
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 近年の地球温暖化による気候変動の影響は、全世界的に深刻な問題であり、⽣物多様性の喪失、線状降⽔帯やこれまでにない規模の台⾵の発⽣、猛暑による農作物の⽣育不良、熱中症等の増加等私たちの⽣活にも多⼤な影響をもたらしています。 私たちは、今まで以上に地球環境に強い危機感をもち、再⽣可能エネルギーの利⽤や徹底した省エネルギーの推進、また脱炭素型のライフスタイルへの転換など、脱炭素化に向けた取組を加速化する必要があります。この危機感の中、市としても、再⽣可能エネルギーやCO2ゼロ電⼒の公共施設での活⽤、公⽤⾞の順次EVへの転⽤等、率先した取組を進めてまいります。 ⼀⽅、本市は、これまでから恵まれた環境を未来へつなぐため、市⺠が共に学び、考え、⾏動する『環境学習都市』を宣⾔し、「ホタルが⾶び交うまちづくり」、「琵琶湖・⾚野井湾の湖底ごみの除去活動」など、市⺠、事業者、⾏政が⼀体となった取組を進めてきました。 地球温暖化という、この地球規模の問題に対しても、本市の強みであるこの「市⺠⼒、地域⼒、協働の輪」を活かし、「豊かな守⼭の環境」、ひいては「豊かな地球環境」を未来につなぐため、
2050年の温室効果ガス排出量ゼロ（カーボンニュートラル）の実現を⽬指し、全⼒で取り組むことを宣⾔します。

ゼロカーボンシティ宣⾔
 令和6年3⽉「第3次守⼭市環境基本計画」の策定と合わせて市⺠・事業者・⾏政が⼀体となり、脱炭素社会の実現を⽬指して全⼒で取り組んでいくため「ゼロカーボンシティ宣⾔」を表明しました。
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PHOTO GALLERY
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環境学習申し込み
QRコード


